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お
知
ら
せ

こ
の
四
月
か
ら
、
媒
Ⅲ
液
セ

ン
タ
ー
弘
前
採
皿
所
が
弘
前
大

学
付
属
病
院
内
に
開
没
さ
れ
、

毎
日
採
血
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
所
川
陳
保
健
所
に

お
い
て
も
、
毎
月
第
一
と
第
三

木
曜
日
の
午
前
中
に
採
血
に
応

じ
て
い
ま
す
。

採
血
所
開
設
の
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四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
に
か
け
て
保
し
た
川
杣
え
の
人
手
も
御
破
算
に
な

雨
ら
し
い
肘
が
降
ら
な
い
た
め
、
河
川
り
、
水
不
足
を
し
り
め
に
ど
ん
ど
ん
成

は
川
底
を
几
せ
る
ほ
ど
水
凧
か
な
く
な
荷
す
る
鮒
と
屹
き
き
っ
た
川
ん
ぽ
を
見

り
、
荒
か
き
、
代
か
き
作
業
か
で
き
ず
や
り
な
か
ら
、
焦
燥
と
不
安
の
日
を
送

や
む
を
押
す
川
棚
え
を
伸
ば
し
た
腱
家
っ
た
股
家
が
ぼ
う
ぼ
う
で
兄
受
け
ら
れ

も
た
く
さ
ん
で
ま
し
た
。
ま
し
た
。

ぼ
恥
稚
釧
岬
牝
跳
壁
執
い
ぼ
却
窪
釧
糊
流
域
が
狭
く

水
不
足
は
必
然
の
現
象

か
き
を
し
た
も
の
の
、
途
中
で
水
か
な

く
な
り
、
乾
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
水
は
股
家
に
と
っ
て
〃
生
命
″
と
も

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
や
っ
と
確
い
え
る
ほ
ど
大
切
な
も
の
。
特
に
川
植

え
時
期
の
ｋ
の
亜
要

【
水
位
ゼ
ロ
の
小
田
川
。
五
月
十
五
日
奴
橋
付
近
で
】
・
・
・
、
、
、
，
。
‐
；
：
！
！

蕊
蕊
蕊
蕊
蕊

欠
か
せ
な
い
ダ
ム
の
建
設

さ
は
、
今
さ
ら
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
。
そ
れ
ほ
ど
大
切

な
水
で
も
、
天
候
を

待
つ
よ
り
″
法
が
な

い
と
い
う
の
で
す
か

ら
、
農
家
の
か
た
が

た
が
焦
燥
と
不
安
、

と
い
う
よ
り
は
、
危

機
感
さ
え
感
じ
た
の

も
無
理
の
な
い
柵
で

｛
９
つ

そ
れ
で
も
、
十
七

日
に
か
な
り
の
雨
が

降
っ
た
の
で
、
ど
う

に
か
ピ
ン
チ
を
切
り

披
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
何
よ
り
で
し

た
。

水
か
不
足
し
た
と

い
う
の
は
、
雨
が
降

ら
な
か
っ
た
か
ら
で

は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
地
刀
の
水
不
足

は
、
叩
に
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
て
、

流
域
而
祇
が
狭
い
た
め
に
起
る
必
然
的

慢
性
的
現
象
な
の
で
す
。
流
域
而
械
が

狭
い
と
い
う
の
は
、
伽
耽
に
一
：
剛
え
ば
、

水
を
必
喫
と
す
る
水
川
の
刑
緬
に
対
し

て
川
林
の
而
繭
か
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。蒋

通
、
流
域
伽
禰
か
水
川
伽
祇
の
二

十
僻
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
地
″
は
髄
怖
よ
り
な

い
状
態
で
す
。
従
っ
て
水
が
不
足
す
る

の
も
不
思
議
は
な
い
わ
け
で
す
。

水
は
不
足
で
な
い
、
と
い
う
、
張
張
も

一
部
に
は
あ
り
ま
す
か
、
今
年
の
例
で

も
分
か
る
通
り
、
そ
れ
が
Ⅲ
逆
い
で
あ

る
こ
と
が
惚
祉
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

科
学
、
文
化
か
こ
れ
ほ
ど
発
進
し
た

現
代
に
お
い
て
、
Ⅲ
態
依
然
と
し
て
、

す
べ
て
を
脚
然
に
ゆ
だ
ね
る
よ
う
な
股

業
維
桝
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
、
な
ん
と
し
て
も
残
念
な
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
悲
劇
で
も
あ
り
ま
す
。

側
然
を
鬼
服
し
、
、
黙
を
利
川
す
る

の
か
科
学
で
あ
り
、
文
化
で
あ
り
、
近

代
的
股
業
経
桝
で
す
。

対
策
は
ダ
ム
の
建
設
…
…

小
田
川
土
改
事
業

こ
の
年
中
行
邪
の
よ
う
な
水
不
足
を

解
消
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

①
剛
を
降
ら
せ
る
②
川
林
の
而
穣
を
多

く
す
る
③
ダ
ム
な
ど
を
つ
く
る
、
と
い

う
よ
う
な
方
法
か
考
え
ら
れ
ま
す
か
、

①
と
②
は
ほ
と
ん
ど
実
行
不
叫
能
な
こ

と
な
の
で
、
残
る
の
は
③
よ
り
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
汁
画
さ
れ
、
実

施
さ
れ
て
い
る
の
が
小
川
川
ダ
ム
建
設

を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
土
地
改
良
事

業
な
の
で
す
。
こ
の
水
不
足
の
経
験
か

ら
も
、
こ
の
珈
業
の
必
要
性
あ
る
い
は

爪
要
性
と
い
う
も
の
を
、
も
う
一
度
考

え
服
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

耐
が
尚
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
川
川
土
地
改
良
蜥
紫
に
つ
い
て
は

確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
い
き
さ
つ
か
あ
り

ま
た
、
負
扣
命
と
い
う
間
脳
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
川
さ
き
の
利
糊
感
怖
や
小

聯
に
と
ら
わ
れ
て
、
時
勢
に
お
く
れ
た

り
、
ゞ
将
来
の
大
利
を
失
う
よ
う
な
こ
と

か
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

激
し
い
勢
い
で
変
わ
る
Ⅲ
水
。
め
ま

ぐ
る
し
く
推
移
す
る
社
会
怖
勢
。
そ
う

い
う
巾
に
あ
っ
て
、
わ
が
町
の
継
淡
を

伸
ば
し
、
わ
が
町
の
発
峻
を
促
す
特
効

薬
は
川
か
。
い
ま
一
度
湾
え
て
み
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

芦野公園で植樹祭
緑化推進北五支部

肌
緑
化
椛
進
委
幽
会

北
几
支
邪
（
ｆ
川
又
・
・
・

郎
文
部
長
）
で
は
、
〃

川
卜
一
・
・
Ⅱ
古
野
公
卿
招

魂
噛
典
で
仙
樹
祭
を
行

な
い
ま
し
た
。

仙
樹
祭
に
は
．
↑
・
化
町

歴
、
川
卜
令
水
洪
林
稗

災
ら
両
人
か
川
貼
し
、

ゾ
メ
イ
ー
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ヲ

几
卜
水
を
削
え
ま
ｔ
た【植樹祭＝植えているのは三上町長】
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》
覗
哺
年
度
ま
で
に
Ｍ
戸

》
柵
照
綱
岼

一
饒
一
で
、
昭
和
Ⅷ
十
一
年
度
に
箭
二
靴
住
宅
十
六
戸
）
を
趣
没
す
る
こ
と

住
宅
剛
地
は
、
は
じ
め
醜
凶
卜
五
年
度
は
二
千
三
百
万
円
縄
腿
で

馬
場
束
側
に
造
成
す
る
糾
凹
二
十
八
川
（
朔
一
蔀
住
宅
十
二
爪
、
鋪

し
た
が
、
川
地
確
保
か
閲
雌
と
な
っ
た
八
十
四
川
の
住
宅
団
地
に
必
典
な
川

た
め
、
賜
所
を
変
災
し
た
も
の
で
す
。
地
は
背
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
火
側
の
民
打

四
十
三
年
度
分
三
十
面
（
朔
二
椛
住
地
一
万
一
千
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約

三
千
四
百
二
十
坪
）

【
建
設
中
の
町
営
住
宅
】
や
一
碓
呆
ン
て
へ
炎
す

を
確
保
し
て
い
ま
す

町
で
は
住
宅
難
解

消
の
た
め
ほ
と
ん
ど

毎
年
の
よ
う
に
件
宅

の
建
投
を
進
め
、
こ

れ
ま
で
に
、
町
営
住

宅
を
九
Ⅲ
地
百
三
十

戸
、
教
職
画
住
宅
を

六
カ
所
、
十
六
戸
を

述
設
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ま
た

外出シーズンとなりました
（念には念を）

住
七
難
に
綱
ん
で
い
る
世
帯
が
金
木
町

全
体
で
お
よ
そ
五
百
枇
幣
は
あ
る
も
の

と
見
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
当
分
は
住
宅

難
か
続
き
そ
う
で
す
。

な
お
、
町
陛
住
宅
に
入
居
し
た
い
方

は
役
恥
の
民
生
裸
に
叩
込
み
し
て
下
さ

い
。

懸
案
と
な
っ
て
い
た

設
金
小
の
プ
ｒ
ル
ぱ
い
ょ

建
一
憾
識
葬
患
垂

を
成
の
プ
ー
ル
の
禦
亟
に
っ

卦
檸
恥
岫
鐸
雫
僻
封
州
細

の
月
の
で
す
。

、
七
金
挫
峨
霊
鋤
挙
例
靹
咋

制
一
修
川
の
間
の
空
地
で
、

Ｗ
業
賀
は
六
百
四
十
塁

万
五
千
円
で
す
。
こ
の

財
源
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
か
ら

の
寄
付
金
三
十
二
万
円
の
ほ
か
、
国
の

補
助
金
九
十
万
円
、
起
偵
百
三
十
万
円

一
般
財
源
三
百
九
卜
一
万
五
千
円
か
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
は
学
亜
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
巾
十
メ

ー
ト
ル
四
十
七
セ
ン
チ
の
規
棋
で
、
六

蕊
乞
莇
了
力

〆
し
吐
、
、
ノ鶏徳熊け （

Ｉ

、

33

瓠 つ
の
コ
ー
ス
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

こ
の
ほ
か
、
深
さ
じ
ト
セ
ン
チ
、
広

さ
六
ト
ー
平
・
″
メ
‐
ｌ
ト
ル
〈
卜
八
・
六

坪
）
の
幼
児
川
プ
ー
ル
を
併
没
ｖ
る
誹

画
で
す
。
史
衣
系
、
使
川
秤
に
つ
い
て

は
、
金
木
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
改

築
し
て
あ
て
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ

の
他
の
付
柵
施
伐
と
し
て
は
、
誹
眼
術

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

六
月
は
じ
め
に
眠
併
に
取
り
か
か
り

七
月
中
に
光
成
の
兄
、
皿
し
で
す
⑱

こ
の
プ
ー
ル
か
完
成
す
る
と
、
学
亜

マハC

lマハ，
マル 〃 【

プ
ー
ル
の
建
設
予
定
地
】

樟
は
く
志
ｃ

篭
印
〃
等
″
や望

・
く
志
ｃ

す
れ

ん
で
、

ユ
フ
レ

ノ
Ｊ
ｆ
公
一
． ろろ
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木
下
氏
が
老
人
ク
に

旗
を
寄
贈

琉
洲
の
故
木
ド
千
代
付
氏
は
、
火
難

界
で
活
雌
し
成
功
を
お
さ
め
た
人
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
川
か
ら
、

肚
柵
に
な
っ
た
ど
人
ク
ラ
ブ
の
た
め
に

な
に
か
し
て
上
げ
た
い
と
も
ら
し
て
い

た
こ
と
か
ｂ
、
家
峡
か
こ
の
ほ
ど
茄
瀬

の
ど
人
ク
ラ
ブ
（
六
ク
ラ
ブ
、
会
幽
六

ｎ
人
、
仙
柵
人
内
川
が
之
助
）
に
旗
を

奇
岫
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

猟
瀬
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
こ
の
旗
を

打
州
や
会
合
の
腱
に
ひ
ろ
げ
て
、
川
結

と
融
和
の
さ
さ
え
に
し
て
い
ま
す
。

一
↓
先
月
号
の
消
防
帝
議
会
の
肥
蜘
ゞ
一

今
啓
二
君
か
川
隆
に

ｌ
金
木
町
連
青
ｌ

金
木
町
連
合
行
年
川
で
は
こ
の
ほ
ど

総
会
を
開
き
、
断
ら
し
い
役
幽
を
次
ぎ

の
通
り
決
め
ま
し
た
。

▽
剛
艮
Ｉ
今
杵
・
◇
（
茄
瀬
）

▽
刑
川
長
１
雅
谷
雌
巾
（
川
、
）
、
大

橘
行
雄
（
金
木
）

▽
肌
釧
Ｉ
原
川
喋
（
藤
枝
）
、
岡
川
武

久
（
評
良
巾
）
、
管
野
忠
純
（
金
木
）

泉
谷
久
友
（
川
、
）
、
ｌ
膝
ケ
ミ
子

（
茄
狐
）

▽
蜥
務
肋
長
Ⅱ
牧
箇
祈
朗
（
金
木
）

▽
仲
記
Ⅱ
原
川
ス
ミ
（
茄
瀬
）

▽
監
珈
Ｉ
小
野
繁
（
喜
艮
巾
）
、
野
桝

旺
一
（
脈
瀬
）
、
内
川
秀
恋
（
川
、
）

一
一
で
、
係
の
手
通
い
か
ら
委
幽
で
な
一
｝
柵

一
一
、
門
川
御
雄
氏
を
仙
せ
、
委
幽
で
一
一
酬

畷
〉

の
体
力
の
向
上
、
水
死
伽
故
の
防
Ⅲ
尋

に
効
果
が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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国
民
健
服
保
険
は
、
公
研
凸
呼
の
共

済
組
合
法
や
船
ｕ
保
険
法
な
ど
の
迩
川

を
受
け
な
い
腱
家
や
自
戦
業
者
お
よ
び

そ
の
家
族
を
対
象
と
す
る
医
旅
保
険
で

金
木
町
で
も
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
全

面
実
施
し
て
お
り
、
四
十
四
年
門
川
一

ｎ
現
在
で
二
千
脚
百
十
六
世
補
、
一
万

五
百
一
人
か
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
の
迎
用
に
要
す
る
費
川
は

国
の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
る
税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
者
に
か
か
っ
た
甥
合
、
一
部
負
狐

金
と
し
て
加
入
者
か
三
割
、
残
り
の
七

(鰯｜災）昭和44年度金木町国民健康保険
特別会計予算

歳入（雌位千円）

謎
ﾐ“；
きあ
今､”、ｩさ、’ノ

塁
ニ
ン

ョ
ニ，

fき、，
害|

ー

、二,

会’-〆、′会、，
へ ％

世
こ

ー

宗｝
．こ″j
ｰ

“
年
度
予
算
は

一
億
一
千
六
百
万
円
余

摘科Ⅱ 幾
一

l'4民健峨保険税

併促手数料

|即の柿助金

延 洲 金

43年度繊越金

保険税

使用料.手数料

国11砿補助金

閉収人

繰越金

il･

●

刑
を
役
場
で
支
払
い
し
て
い
る
こ
と
は

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
役
賜
で
支
払

い
し
て
い
る
七
剖
の
う
ち
、
国
の
補
助

金
が
約
六
三
％
、
保
険
税
か
約
二
七
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

金
木
町
の
昭
和
Ⅶ
十
四
年
度
国
保
会

汁
の
予
卯
額
は
一
偲
一
千
六
百
六
十
七

万
三
千
円
で
す
。

歳
入
の
内
択
を
兄
る
と
、
保
険
税
か

四
千
三
百
七
十
六
万
円
（
三
七
・
五
％
）

国
脆
捕
助
金
か
七
千
二
百
八
十
八
万
二

千
円
（
六
二
・
疵
％
）
、
そ
の
他
二
万

一
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出

金額慨科1I 成比摘盤

5.31人作間、リ蛎批
…、|｢,ｹ尊辮礫|珊江〆に

人件間、リ蛎曲

雌縦機関などに
[文払いする分

保健師投r幽川など

俗入金利子

過誤納金還付金

予附甜

総務出

保険給 付 鋤

保健施投費

公悩 出

諾支出金

予 術搬

‘;|・

０
６
３
５

１
２
０
１

６
９
１
０

５
３
０
０
３
２

６
９
１

３
０
０

９

7 0.1

'0001116，673

次）医療給付喪の推移
（地位千|'｣）

(師2
歳
出
の
万
は
総
務
費
六
百
十
万
五
千

円
へ
五
・
三
％
）
、
保
険
給
付
費
一
億

九
百
二
十
六
万
三
千
円
（
九
三
・
六
％
）

保
健
施
投
賀
百
八
万
円
（
○
・
九
％
）

そ
の
他
二
十
二
万
五
千
円
（
○
・
二
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
給
付
費
の
伸
び

毎
年
一
一
十
％
以
上
・

保
険
税
が
尚
い
、
と
い
う
術
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
確
か
に
年
々
尚
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
第
２
炎
で
も
分
か
る

通
り
、
膝
者
に
支
払
い
す
る
額
か
毎
年

，
一
卜
％
以
上
も
坤
加
し
て
い
る
た
め
、

や
む
を
押
す
、
税
率
の
改
服
を
し
て
支

払
い
に
文
障
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

た
め
で
す
。

国
か
ら
出
る
補
助
金
（
率
）
は
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
れ
で
足
り
な
い
分
は
ど

う
し
て
も
蝿
険
税
で
ま
か
な
い
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
医
縦
機
関
（
荊
院
・
医

者
）
に
支
払
い
す
る
金
棚
か
坤
加
し
て

い
る
の
は
、
成
人
病
、
職
業
瓶
な
ど
新

ら
し
い
炳
郊
の
発
俄
や
交
通
釧
故
の
激

期
な
ど
に
よ
る
受
診
部
（
恢
折
に
か
か

る
川
数
）
の
向
上
、
あ
る
い
は
咲
擦
費

の
引
き
上
げ
が
主
な
隙
間
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
押
さ
え

る
迦
切
な
方
法
は
な
い
状
態
で
す
。

｜
唖 聯付WI1II"|受診率

０
４
６
７

３
３
３
３

６９
４
２
６

■
◆
■

０
２
１

２
２
２

０
９
５
６

７
５
０
６

０
３
４
４

句
守
り
０

０
２
８
７

６
７
８
０１

１
２
３
４

４
４
４
４

(注）咲擁給付閲とは役賜で隆擁
機|則へ支払う金。受診率と
は加入者が年間に医者にか
かった回数。

な
お
、
保
険
祝
は
所
岬
削
と
資
雌
荊

均
悌
削
、
平
等
制
の
川
つ
の
噸
川
か
ら

成
り
立
っ
て
お
り
、
所
紳
削
は
所
僻
を
．

資
脈
剖
は
固
定
費
唯
呪
を
、
均
呼
刮
は

加
入
者
数
を
へ
平
押
削
は
仙
州
を
、
そ

れ
そ
れ
雅
礎
に
卯
川
さ
れ
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
保
欣
税
は
間
疋
賛
雌

古
野
公
剛
〃
桜
ま
つ

、
ソ
リ
は
、
迎
洲
好
犬
に
め

つ
く
ま
れ
、
近
年
に
な
く

ま
人
盛
＃
う
ち
に
聯
を
剛

桜
蛎
じ
糯
肺
鵬
も
昨
年

誕
畔
稚
州
州
搾
州
孵
州
州
斗

恵
中
川
、
の
美
ひ
ろ
Ｆ
シ
〃

こ
期
－
、
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会

Ｉ
会
は
そ
れ
ぞ
れ
五
万
人
以

天
化
の
人
川
か
あ
り
、
公

好
剛
＃
盛
況
を
き
わ

め
ま
し
た
。

大
会
辨
務
川
で
は
、
会
川
巾
の
人
川

【
賑
わ
っ
た
桜
ま
つ
り
〕
炉
、
、
、
ミ
ミ
、
、
、
ミ
、
、
ミ
、
、
、
、
、
ミ
ミ
、
、
、
ミ
、
ミ
ミ
、
、
、
、

２
０
８
、
ｏ
ｆ
１
０
Ｈ
Ｉ
Ｊ
０
１
Ｉ
ｊ
、
ｊ
ｄ
Ⅱ
１
■
９
，
，
４
１
０
０
１
‐
１
０
１
日
０
恥
‐
’
Ⅱ
日
Ⅱ
、
、
〃
ｌ
日
日
Ⅱ
、
〃
Ⅱ
ｑ
ｄ
０
、
〃
ざ
日
日
Ⅱ
０
、
ｊ
Ｊ
８
Ⅱ
ｌ
旦
夕
日
日
日
日
貝
〃
ｆ
Ⅱ
５
０
、
ｆ
Ｊ
Ⅱ
！
’
、

を
二
十
万
人
、
苑
上
げ
金
額
一
徳
川
以

上
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
期
巾
の
人
出
と
は
別
に
、

桜
の
花
の
咲
き
ぐ
あ
い
か
あ
ま
り
思
わ

し
く
な
か
っ
た
の
は
、
冬
の
間
に
ウ
ソ

心
が
桜
の
芽
を
食
い
荒
し
た
た
め
と
兇

ら
れ
て
お
り
、
町
で
は
対
照
を
検
制
し

て
い
ま
す
。

》
、
ミ
ミ
蒜
跳
砿
、
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
、
》

納
税
ル

″

〃
”

〃
町
県
民
税
一
期
》

ノ
／
“
控

税
や
町
民
税
の
賦
課
か
終
わ
ら
な
い
う

ち
は
紺
節
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
、
一
期
二
期
の
保
険
税
は
前
年
の
税

額
を
も
と
に
断
定
的
に
賦
諜
し
、
雌
終

的
に
は
町
此
税
の
賦
裸
か
終
わ
っ
て
か

ら
削
川
し
て
、
↑
・
・
期
、
川
期
で
洲
縦
す

る
わ
け
で
す
。

六
川
一
Ⅱ
現
在
で
逃
號
人
我
簿
を
洲

猟
し
ま
す
か
ら
、
今
ま
で
選
號
人
橘
繩

か
ら
も
れ
て
い
た
人
や
、
新
た
に
成
人

に
な
っ
た
人
は
、
暴
急
叩
し
出
て
下
さ

い
。

搭
輝
に
奄
録
さ
れ
る
箇
烙
の
あ
る
の

は
次
ぎ
に
繊
吋
す
る
人
で
す
ｃ

◎
昭
和
二
卜
川
年
六
川
皇
Ⅲ
以
川
に
樅

Ｉ
ま
れ
た
人

◎
今
年
一
・
・
川
一
Ⅲ
以
川
か
ら
叫
町
に
牌

化
・
し
て
い
る
人
。

な
お
、
叩
し
川
の
期
限
は
八
川
二
Ⅱ

で
、
稽
簿
の
縦
此
馴
間
は
八
川
八
Ｈ
か

ら
十
胴
日
ま
で
で
す
。

（
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
）

１
．
Ｊ
Ｈ
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
、
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ
ー
０
１
炉
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
０

選
挙
人
名
簿
の

洲
盤
に
つ
い
て

。
Ⅱ
‐
Ｊ
出

川
訓
□

川
山

山
側

Ⅲ
仰

的
ｇ
ロ

ー
・

I帥他.11111帥lI61IIIIl$U1IjII$UIlIII『DIIIⅡB1II1IlIlIl91Ⅱ011脚
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農
繁
期
に
多
い
水
死
事
故

野
も
山
も
よ
う
や
く
緑
を
期
し
、
股

作
業
も
Ｈ
ご
と
に
忙
が
し
く
な
っ
て
ゆ

く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
子
ど
も
の
水
死
邪
故
が
期
え
て
ゆ
く

の
も
毎
年
の
例
で
す
。

冑
森
雌
で
は
、
殴
近
五
カ
年
の
平
均

で
一
年
間
に
八
十
八
人
の
子
ど
も
が
水

死
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
幼
児
の

水
死
か
圧
倒
的
に
多
く
、
例
年
六
十
流

％
以
上
を
占
め
、
そ
の
半
数
近
く
は
、

股
繁
期
、
特
に
川
杣
え
ど
き
の
州
故
で

す
。

保
謹
者
の
不
注
意
に
よ
っ
て
、
あ
ど

け
な
い
子
ど
も
の
生
命
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
、
こ
の
う
え
も
な
い
悲
し
い
こ
と

で
す
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ

事業所統計調査のお願い ｌ
子
ど
も
の
水
死
事
故

総理府統計局では、7月1日から全図い

っせいに邪業所緬汁‘淵介を行ないます。こ

の調査は、国勢調在とならぶ国のもっとも

埜本的な統‘『|調在で、lj務所、工場、岱堆

所､飲食店、旅餓映画鮒をはじめ、駅、学

校､病院、神社､寺院にいたるまで、あらゆ

る種類のり喋所について、経営紅l織、1礫

内容や従業口数などを調べ部道府ﾘi!、rlj町

村ごとの郡業所数、従業蒋数の規椣やその

産業別櫛成をIﾘlらかにするもので、いわば

日本の産業の見取I叉lを作る統訓･洲在です。

この洲在から作られる統引は、国、那遊

府県や市町村での経済政漉、地域開発j;l･lmi

郁巾I;l･1mi、l副民所押の惟!il，地〃交付税の

算定などのために欠くことのできないJIL本

的な資料として使川されます句

お忙しいところ恐縮ですが、j1．.在凸かお

じゃましました時は、このI淵從の｢､要性を

ご即解いただき、ご脇ﾉJくださるようお願

いします。

総理府統計局・金木町役場企画室

な
く
し山

ま
し
よ
う

菜
取
り
の
遭
難
事
故

ん
を
水
死
珊
故
か
ら
守
る
た
め
、
つ
ぎ

の
こ
と
か
ら
を
守
り
、
ま
た
す
す
め
て

下
さ
い
。

①
池
、
せ
き
、
洗
い
場
な
ど
危
い
所
に

は
さ
く
、
ふ
た
な
ど
を
す
る
。

②
仕
堺
を
し
な
が
ら
子
ど
も
を
遊
ば
せ

て
お
く
と
き
は
、
必
ら
ず
Ⅲ
の
と
ど
く

所
に
お
く
。

③
子
ど
も
が
楽
し
く
安
全
に
遊
べ
る
甥

所
を
つ
く
り
、
危
い
所
に
行
か
せ
な
い

よ
う
に
し
む
け
る
。

④
貯
水
池
な
ど
の
さ
く
、
ふ
た
な
ど
か

こ
わ
れ
て
い
た
ら
、
符
剛
者
に
連
絡
し

て
す
ぐ
修
剛
し
て
も
ら
う
。

⑤
や
む
を
得
ず
眠
の
悪
い
些
人
や
年
長

の
子
ど
も
に
子
も
り
さ
せ
る
と
き
ば
へ

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
葱
を
与
え
る
。

’

金
大
町
商
に
会
の
昭
和
川
卜
四
年
度

総
会
は
、
五
月
二
卜
六
日
午
後
一
時
か

ら
、
背
年
研
修
所
で
附
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
両
人
余
の
会
園
が
川
塒
し

⑥
旧
杣
え
、
除
草
作
業
中
に
乳
児
を
あ

ぜ
な
ど
に
寝
か
せ
て
お
く
と
き
は
、
水

川
や
せ
き
に
落
ち
な
い
よ
う
に
安
全
を

確
か
め
る
。

老
女
に
多
い
山
菜
取
り
遭
難

以
内
の
昨
年
の
川
菜
取
り
辿
難
事
故

は
、
発
堆
件
数
十
件
、
死
若
二
人
で
、

こ
れ
に
笈
し
た
捜
索
Ⅱ
数
十
六
日
、
捜

索
従
蜘
析
一
千
川
百
二
十
七
人
で
し

た
。

川
菜
取
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し

た
か
、
す
で
に
金
水
町
で
も
一
人
の
死

朽
が
で
て
い
ま
す
。

川
に
入
る
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が

局
橋
元
）
氏
が
会
長
に

一一

太
川
出
二
氏
が
砿
腫
と
な

っ
て
磯
邪
を
進
め
、
昭
和

閥
十
三
年
腱
辨
業
蠅
告
及

び
収
文
決
算
を
欣
鍜
、
阿

十
凶
年
度
珊
業
帥
凹
並
び

に
予
算
な
ど
を
決
め
た
あ

と
、
役
員
の
改
選
を
行
な

い
ま
し
た
。

会
長
及
び
埋
珊
、
監
事

に
つ
い
て
は
選
考
委
員
を

一
一
『
型
●
“

》

』イ 〃
、

ｌ
商
工
会
総
会
Ｉ

【高橋会長】

選
ん
で
決
め
る
こ
と
に
し
た
結
果
、
会

長
に
は
Ⅲ
刑
余
良
の
術
橘
元
祢
氏
か
選

ば
れ
ま
し
た
。
刑
余
踵
に
つ
い
て
は
会

長
の
垢
窩
と
な
り
、
町
川
良
逸
、
成
川

清
明
の
川
氏
か
折
高
さ
れ
ま
し
た
。

即
螂
、
朧
州
に
は
つ
ぎ
の
″
々
か
選

ば
れ
ま
し
た
。

▽
剛
螂
Ｉ
松
川
正
淌
、
新
岡
慶
一
、
尚

杉
武
太
郎
、
今
盛
栄
、
人
川
川
．
．
、

柴
川
秀
雄
、
長
内
誠
洽
、
川
巾
暇
成

細
川
光
延
、
川
村
耕
戯
、
今
政
光
、

長
内
城
三
、
火
桶
敏
一
、
典
川
肺
犬

も
内
英
文
、
中
元
一
広
、
野
禺
旺
、

松
肋
価
栄
、
中
谷
孝
、
叩
両
恢
一

▽
雛
聯
Ⅱ
大
橘
押
刷
．
、
角
川
川
成

な
お
、
昭
和
四
十
山
年
皮
予
卵
は
総

額
三
百
八
十
三
刀
・
一
干
川
で
、
商
ｆ
振

興
対
箙
、
工
業
振
肌
対
策
、
観
光
対
箙

金
融
対
蝿
、
税
務
対
策
、
労
務
対
蝿
な

ど
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
の
邪
業
を
積

極
的
に
樅
し
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

ら
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
天
気
予
報
を
確
か
め
て
、
天
郊
が
悪

く
な
り
そ
う
な
と
き
は
山
に
入
ら
な
い

②
万
一
に
備
え
て
、
予
附
食
細
、
マ
ッ

チ
、
雨
具
な
ど
を
持
っ
て
行
く
。

③
行
先
、
州
宅
時
刻
な
ど
を
家
族
に
知

ら
せ
て
お
く
。

④
地
理
に
不
案
内
な
川
に
は
入
ら
な
い

⑤
ひ
と
り
歩
き
は
し
な
い
。

①
天
候
か
悪
く
な
っ
た
ら
、
無
州
を
せ

ず
、
早
く
き
り
上
げ
る
。

⑦
道
に
迷
っ
た
ら
、
い
た
ず
ら
に
歩
き

ま
わ
ら
す
、
そ
の
地
点
か
ら
迎
絡
″
法

を
考
え
る
。
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